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こんにちは。笹の墓標展示館 再生実行委員会です。
北海道、朱鞠内の旧・光顕寺は戦中の強制労働による死者を弔いその位牌を安置してきました。 その後
笹の墓標展示館となり、戦争と植民地支配の歴史を伝える展示館として東アジアの人々の出会いと共同の
学びの場をつくってきました。2019 年、建物倒壊のおそれのため展示館の再建をめざす実行委員会を発
足しました。このニュースレターではみなさまに再生のための活動やその他の情報を定期的にお伝えしてい
きます。どうぞよろしくお願いします！

笹の墓標展示館再生・和解と平和の森を創る
支援募金は 2021 年 6月 1日の時点で、約
１５４０名の方々から募金をいただき合計は
２２００万円に達しました！クラウドファンディン
グで目標達成を目指しましょう！

SNSはしばらくやってません、という方も、展示館再生の応
援のために7月末までちょっとログインしてみませんか？ 
笹の墓標展示館には公式のFacebookとInstagram アカウ
ントがあり、@sasanobohyomuseum というハンドル名
です。ハッシュタグは#笹の墓標展示館 をお使いください。

募金総額が２２００万円を突破しました

笹の墓標再生クラウドファンディング
　　　　　　　前半が終了間近！
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ありし日の旧光顕寺・笹の墓標展示館

この QR コードをスマホのカメラで読
み取りクラウドファンディング
まで直接お進みください。

また今回支援してくださる方への返礼品にも力を入れました。笹の墓標展
示館オリジナルグッズ、幌加内そば、そして体験型の朱鞠内歴史ツアー案内
など、盛りだくさんです。7 月 31 日までの期間中にぜひゲットしてください。

旧光顕寺の境内には追悼
碑や、ツリーハウス、五右
衛門風呂など展示館以外
にも様々なものがあります。
初夏を迎え朱鞠内も緑の
木々に包まれてきました。
多くの方に訪れていただ
くために有志たちが集い
清掃活動が行なわれまし
た。是非みなさまも朱鞠
内にお越しいただき、歴
史に触れるとともにこの
雄大な自然に包まれてく
ださい。
次回は 7 月 4 日（日）
午前 10 時より   草刈りを行います。コロナ対策のため、
近隣の方々のみでお願いしています。 札幌、旭川など
遠方からの参加は見合わせます。 みんなで集まれる日
を待ちましょう。

活 動 報 告     朱鞠内 旧光顕寺境内の清掃

いまは亡き旧光顕寺をモチーフ
にしたオリジナル ステッカー 朱鞠内にある一本の

桜の木についてのす
てきな写真絵本

幌加内町も
同時に応援！
美味しい半
生幌加内そ
ばを年末に
発送します。

いつか朱鞠内へ足を運んでください！

朱鞠内へ毎
年訪れるか
わいい鳥た
ちのオリジ
ナル エコ
バッグ

その他、心をこめたリターンを用意しています！

A4 サイズの笹の
墓標展示館オリ
ジナルクリアファ
イル。毎冬の屋
根雪おろしが懐
かしいですね

お寺の庫裏
無料宿泊券

または
ホームページ sasanobohyo.com 
からクラウドファンディング
にアクセスできます！

クラウドファンディングにアクセス

 7月末までSNSで応援してください！

7/30
終了！

募金開始から1年が過ぎ、笹の墓標再生実行委員会では支
援募金をより広く宣伝し、さらなる協力をお願いするため、
オンラインでのクラウドファンディング（CF) ６月１日（火）よ
りスタートしました！目標は１２００万円、７月31日までの
期間限定です。時間との勝負でもあります。ぜひ今すぐ、あ
なたの周りでも宣伝してください。1人でもたくさんの方々
のもとへ届くよう。ぜひお力を貸してください！

現在、目標の６％達成！



2009 年猿払村浅茅野の
遺骨発掘の思い出

高橋 満
猿払村での強制連行犠牲者の遺骨発掘の思い
出は東アジア共同ワークショップにたくさん参
加している僕にとっては今まで一番印象に残る
思い出です。その当時はちょうど仕事が休みの日がワー
クショップの日時でしたので都合が良かったので休日前
に仕事が終わった後の夜に猿払村に向かいました。
猿払村のワークショップメンバーが宿泊してる場所に到着
してからは皆で酒を飲んで楽しいひとときを過ごしてそし
て就寝してそして翌日の朝に起床してから鬼志別の市街
地を散策してそしてワークショップメンバー全員で浅茅野
の発掘現場に行きました。浅茅野の旧日本軍の飛行機工
事の犠牲者の埋葬場所の発掘を参加者と手分けして行っ
たりあと発掘した犠牲者の遺骨を含んだ土からふるいに
かけて遺骨と土を分けてそこから骨片を取るという作業
を皆さんで苦労しながら発掘したのがとても懐かしく感じ
ます。

そういう中で猿払村、浜頓別町、稚内市の参加者の皆さ
んと一致団結して遺骨発掘をしたこと、ワークショップメ
ンバーと猿払村とその近隣の浜頓別町と稚内市の参加者
との交流はとても充実して楽しい交流になったように感じ
ます。　
遺骨発掘作業の昼食はとても美味しい昼食で遺骨発掘
で汗をかいた時の昼食がとても美味しい昼食に感じまし
た。ワークショップの発掘の結果、合計 10 体の犠牲者
の遺骨が発掘され、そしてその犠牲者の遺骨を隣の浜頓
別の曹洞宗のお寺に供養することになりました。浜頓別
町の曹洞宗のお寺での犠牲者法要は犠牲者の故郷から

無理矢理連れて来ら
れてそこで無念の死
を遂げた悲惨な出来
事、 そしてこの 残 酷
な事実は日本全国に
ある悲惨で残酷な第
二次大戦中の出来事の一つが猿払村の浅茅野の旧日
本軍の飛行場建設だったと痛感しました。
今の日本の ｢ ネトウヨ ｣ や ｢ レイシスト ｣ や政権はこの
昔の日本の理不尽な過去の悪行をごまかすためにヘイ
トデマを流したり日本の明治後期から第二次大戦の敗
戦までの大日本帝国が犯した過ちを正当化しようとして

おります が、 そういう
昔の大日本帝国が犯し
た悪行の歴史を誤魔化
したり日本と韓国の間
の輸出規制を日本側の
都合の良いように輸出
管理と誤魔化して ｢ 日
本は正しい ｣ という臭
いものには蓋をするよ

うな汚いことをしたりあと ｢ 日韓断交 ｣ といって日本の
ネトウヨの腐った行為を正当化するような行為は結果
的に日本が世界中から孤立していくという自業自得に
よって日本の経済や芸能関係が衰退していくような結果
になっているように感じます。日本のネトウヨやレイシ
スト、韓国から目を背けようとする今の政権は昔の日本
が韓国にしてきた残酷な行為を深く心に刻んで反省し
てもう二度とこういう残酷なことをしませんのでお互い
仲良くしましょうという考えに皆が変革していくことを僕
は願っております。

高橋 満

写真：室田元美

「笹の墓標展示館・旧光顕寺」はこれまで「東アジア共
同ワークショップ」の活動拠点として出会いと学びの場を
提供してきました。1997 年から続くワークショップの意義を
知ってもらうため、参加者に思い出を綴ってもらいます。第
3 回目の寄稿者は、2009 年夏、猿払村浅芽野（あさじ
の ) での遺骨発掘に参加した高橋満さんからの寄稿です！

東アジア共 同ワークショップのおもいで
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Instagram: @sasanobohyo_museum

あなたもワークショップの思い出を
寄稿しませんか？

再建活動のひとつとして、光顕寺が長年支えてきた
東アジア共同ワークショップを広く知ってもらうための

思い出コラムをシリーズでお伝えしています。
詳しくはホームページへ。

sasanobohyo.com
→よびかけ人→ワークショップ思い出募集

写真：室田元美

写真：吉川真瑛

猿払村浅茅野の遺骨発掘現場に建てられた墓標

遺骨を発掘現場から運び出す参加者

遺骨発掘の様子
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